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～2012春季生活闘争方針を決定！～
連合第61回中央委員会開催

連合第61回中央委員会が、12月１日（木）午前10
時からホテルラングウッド（東京都荒川区）で開催さ
れました。出席者は中央委員・役員等188人で連合長
崎からは小石会長（特別中央委員）と松井副事務局長
（傍聴者）が出席しました。
中央委員会は、古賀会長のあいさつが行われた後、
活動報告のうち一般活動報告を南雲事務局長が2011
年6月2日開催の第60回中央委員会以降の活動のう
ち、主なものについて報告を行いました。
一般活動報告の次に、古賀会長が連合を代表して

「あしなが育英会」へ東日本大震災救援カンパ金を贈呈
しました。（連合東日本救援カンパ金は、2011年３月

14日～９月30日の間に825,412,156円となりました。
第1次配分後、現在の残高（受取利息を含む）は
150,432,717円となっており、このうち150,000,000
円を東日本大震災・津波による遺児に対する支援金とし
て寄付しました）
午後から、2012春季生活闘争方針の提起が行われ
ました。提起に対して反対する意見は無く賛成多数で
決定されました。
また、特別講演は民主党前原政調会長が民主党の取
り組みについて講演を行いました。
中央委員会の最後は2012春闘勝利を目指し、岡本会長
代行の音頭でガンバロー三唱が行われ閉会しました。

2012春季生活闘争のポイント
2012春季生活闘争は、世界経済が大転換期ともい
える状況にあり、取り巻く環境が昨年以上に厳しい中
で、「市場と効率」に傾斜した経済運営や企業経営の
あり方を根本から問い直し、健全な危機感を共有化し
つつ、厳しさに流されることなく、成長を根本から問
い直し、健全な危機感を共有化しつつ、厳しさに流さ
れることなく、成長の源泉である「人財」を育てあげ
る観点を含め、昨年と変わらない要求を掲げ、交渉し、
成果を引き出す取り組みをすすめていく。
すべての労働者を視野に入れ、格差是正、底上

げ・底支えの取組みをすすめるとともに、適正な成
果配分を追求する闘争を強化し、内需を拡大し、日
本経済を縮小均衡、デフレから早期に脱却し、持続

可能な成長をめざす。
そのために、マクロ的な観点から、すべての労働
者のために１％を目安に配分を求め、労働条件の復
元・格差是正に向けた取り組みをすすめる。
同時に「2012年度　連合の重点政策」を踏まえ
て設定した、①震災からの復興・再生、②日本経済
の持続的・安定的成長軌道への復帰と雇用創出、人
材確保、③ディーセントワーク、ワーク・ライフ・
バランスの実現、④社会保障・税一体改革の実現、
の４つの柱の実現を中心に製作・制度の実現の取り
組みと一体となった運動を推進し、「働くことを軸
とする安心社会」の構築に着実につなげていかなけ
ればならない。
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平和行動 in 広島

　連合長崎青年委員会は、11月12日（土）教育文化会館にお
いて、第22回青年委員会総会を開催しました。
　2011年度活動経過報告及び、第１号議案の2012年度運動
方針から、第２号議案の2012年度予算、第３号議案の役員選
出まで審議を行い、満場一致で承認されました。また、 本総会
ではスローガンを「若い力を結集しよう！パワフル！ジョイ
フル！ハートフル！」とし、①ふれあい・交流を深める活動、②
次代のリーダー育成のための意見交換・学習会、③平和への取
り組み、④福祉・ボランティア活動、といった取り組みを基盤
に「力強く、楽しく、心通じ合う」活動を展開していくことを確
認しました。
　最後に、江頭敏委員長（電力総連）の音頭による参加者全員
の「団結ガンバロウ」で総会を締めくくりました。

青年委員会第22回総会開催

「若い力を結集しよう！パワフル！ジョイフル！ハートフル！」

新役員

2012年度役員体制
役　　職

委 員 長
副 委 員 長
事 務 局 長
事 務 局 次 長
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事

産　　別
電 力 総 連
基 幹 労 連
自 治 労
Ｊ Ｒ 連 合
長 崎 私 交 通
Ｊ Ｐ 労 組
都 市 交
運 輸 労 連

氏　　名
江 頭 　 　 敏
大 石 　 　 淳
森 本 　 龍 也
山 本 　 高 志
田 中 　 　 淳
吉 田 　 未 礼
志 良 堂 清 史
白 木 　 智 宏

退　任　役　員
旧・役職

委 員 長
幹 事
幹 事

産　　別
電 力 総 連
Ｊ Ｐ 労 組
基 幹 労 連

氏　　名
芳 川 孝 太 郎
西 川 　 　 徹
松 尾 　 真 也

　連合長崎女性委員会は、11月12日（土）教育文化会館にお
いて、第22回女性委員会総会を開催しました。
　2011年度活動経過報告では、女性委員会が主催する学習
会や、連合長崎と連携した平和の取り組みについて報告を行
いました。続いて第１号議案として、『男女がともに仕事と生
活を調和できる職場・社会をつくろう！』を目標に「2012年
度の活動方針」、第２号議案「2012年度予算」、第３号議案「役
員体制」まで審議を行い、満場一致で承認されました。
　最後に、総会宣言として、『男女双方のワーク・ライフ・バラ
ンスの実現で男女にかかわらず「働くことを軸とする安心」を
実感できる社会をつくっていく』ことを確認し、総会を閉会し
ました。

女性委員会第22回総会開催

「男女が共に、仕事と生活を調和できる　職場・社会をつくろう！」

新役員

2012年度役員体制
役　　職

委 員 長
副 委 員 長
事 務 局 長
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事

産　　別
自 治 労
電 力 総 連
日 教 組
自 治 労
基 幹 労 連
Ｊ Ｐ 労 組
情 報 労 連

氏　　名
松 本 　 久 美
中 川 チ エ ミ
白 倉 あ け み
末 吉 　 祐 子
松 添 　 繁 子
宮 田 　 佳 実
山 中 　 長 枝

退　任　役　員
旧・役職

委 員 長
幹 事
幹 事
幹 事

産　　別
Ｊ Ｐ 労 組
自 治 労
基 幹 労 連
電 力 総 連

氏　　名
森 　 　 優 子
諸 江 美 智 子
田 川 　 寛 子
浦 　 由 紀 子
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　11月17日（木）18時から長崎県勤労福祉会館において60名の参加で「部落解放共闘長崎県民会議第15回総会・学
習会」を開催しました。
　総会は、山口副議長（部落解放同盟長崎県連合会委員長）の司会で始まり、小石議長（連合長崎会長）の主催者あいさ
つの後、長崎県人権・同和対策課　水町課長から来賓あいさつを受けました。議長に岩田代議員（自治労）を選出し、報
告事項（2011年度活動経過・2011年度会計・2011年度会計監査）、審議事項（2012年度活動方針・2012年度会計
予算・2012年度役員体制）について承認を受けました。
　総会は、部落差別の解消をはじめ、あらゆる人々の人権が尊重される平和で豊かな社会の実現をめざし、九州、全国
の仲間と連帯し全力で運動に取り組むことを宣言し終了しました。
　学習会は、前半に狭山事件について、この事件が冤罪であることを訴えて放映されたテレビ番組の上映を行ったあ
と、現況の報告が行われました。後半は、埼玉県等で実施されている、本人以外の人が戸籍謄本や住民票を取ったと
き、そのことを知らせる本人通知制度について説明が行われました。

部落解放共闘長崎県民会議が第15回総会・学習会を開催！部落解放共闘長崎県民会議が第15回総会・学習会を開催！部落解放共闘長崎県民会議が第15回総会・学習会を開催！部落解放共闘長崎県民会議が第15回総会・学習会を開催！部落解放共闘長崎県民会議が第15回総会・学習会を開催！

小石議長（連合長崎会長）のあいさつ

　部落差別をはじめとする一切の差別をなく
し、いのちの輝きと互いの温もりが実感でき
る長崎の実現。長崎に暮らす様々な人々が「い
のち・愛・人権2011年ながさき市民のつどい」
で出会うことによって、互いに尊敬し、仲間と
してつながっていくことを目指して「いのち・
愛・人権2011年ながさき市民のつどい」が11
月12日（土）にJR長崎駅前のかもめ広場で開
催されました。
　会場のステージでは、和太鼓やエイサー、バ
ンド演奏、紙芝居等が行われ、ステージ横で
は、狭山事件啓発パネル展、放射能に関するパ
ネル展が行われました。また、来場されたみな
さんには、綿菓子やポケットティッシュ、パン
フレットが配られました。

「いのち・愛・人権　2011年ながさき市民のつどい」開催！「いのち・愛・人権　2011年ながさき市民のつどい」開催！「いのち・愛・人権　2011年ながさき市民のつどい」開催！「いのち・愛・人権　2011年ながさき市民のつどい」開催！「いのち・愛・人権　2011年ながさき市民のつどい」開催！
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佐世保地協佐世保地協佐世保地協 長崎地協長崎地協長崎地協

島原地協島原地協島原地協

五島地協五島地協五島地協

諫早地協諫早地協諫早地協

「アジア・アフリカ支援米」「アジア・アフリカ支援米」
　　　　　　各地協で稲刈り！　　　　　　各地協で稲刈り！
「アジア・アフリカ支援米」「アジア・アフリカ支援米」
　　　　　　各地協で稲刈り！　　　　　　各地協で稲刈り！
「アジア・アフリカ支援米」
　　　　　　各地協で稲刈り！

　春に田植えを行った各地域協議会は、10月に稲刈り作業を行いました。地協ごとに様々なイベント
を盛り込み、楽しい汗を流しました。収穫された支援米は、来春3月に支援先に発送されます。各地協の
みなさんご協力ありがとうございました。
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参加者で記念撮影

連合第12回ユースフォーラムが開催連合第12回ユースフォーラムが開催！連合第12回ユースフォーラムが開催！
　連合「青年活動委員会」は、2011年11月18日（金）～
19日（土）、綾てるは森の宿（宮崎県東諸県郡綾町）にお
いて、「連合　第12回ユースフォーラム」を開催しまし
た。全国の構成組織・地方連合会から85名の参加があ
り、連合長崎からは３名が参加しました。この「連合ユ
ースフォーラム」は、例年は東京付近で開催していまし
たが、青年（男女）組合員の連合運動への参画意識を高
め、組織強化につなげるため、今年より各地方ブロック
の持ち回り開催とし、その１回目として九州ブロック
（宮崎県）からのスタートとなりました。
　１日目は、連合本部連帯活動局の橋本さんから「連合
の活動について」報告をいただいた後、各班に別れてウ
ォークラリーを行いました。あいにくの雨でしたが、雨
にも負けず傘をさして、綾町の自然の中ウォークラリ
ーを行いながら、初めて会ったメンバーとの交流を深
めました。
　夕食は「被災地における調理実践」として、飲料水が
十分に確保できない場合や炊飯器が使えないというこ
とを想定して、ご飯を炊くことに挑戦しました。ビニー
ルにお米（水が貴重なので磨がないまま）と水を入れ、
空気を抜いてビニールの口を輪ゴムで縛り、沸騰した
鍋の中に入れてご飯を炊きました。各参加者で作った

「カレー鍋」や「お好み焼き」と合わせ、参加者全員で交
流を深めながら夕食をいただきました。
　２日目は、学習会として、九州ブロック各県の青年委
員より、「九州ブロックの活動紹介」を行いました。続い
て連合本部より「東日本大震災ボランティアＤＶＤ」を
上映し、東日本大震災に対するボランティアの取り組
みについて報告がありました。
　その後、各班で「青年活動が目指すもの」というテー
マでディスカッションを行い、参加者全員で青年活動
を行ううえでの目標を確認・共有しあい、２日間のユー
スフォーラムを終了しました。

ディーセントワーク世界行動デー
　連 合 を 含 め た 世 界151ヶ 国・地 域、1億
7,500万人の労働者が結集する国際労働組合
総連合（ＩＴＵＣ）は、「公正なグローバル化を通
じた、持続可能な社会」をめざして、ディーセン
トワークの実現を柱に掲げた世界一斉行動の実
施を呼びかけています。
　連合長崎と長崎地協は、世界統一行動の一環
として10月29日（土）に浜の町アーケードで街
頭行動を行いました。該当行動は、連合長崎と長
崎地協の役員のみなさんが、通行されるみなさ
んに啓発用のポケットティッシュを2,000個
配布し終了しました。

ディーセントワークってなに？
　「ディーセントワーク」は、ILO（国際労働機関：現在183ヶ
国が加盟し、政府・労働者・使用者で構成）のフアン・ソマビア
事務局長が1999年の就任時ILOの理念・活動目標として示し
たもの。具体的には「権利が保障され、十分な収入を生み、適切
な社会保障（疾病、出産、業務災害、失業、障がい、高齢等による
経済的困窮から救うための公的措置）、社会対話（政労使・労使
間の交渉・協議）が確保された生産的な仕事」と説明していま
す。日本語では「働きがいのある人間らしい仕事」という訳が
正式に使用されています。
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長崎県産業別最低賃金の審議は、11月８日（木）に開催した長崎県最低賃金審議会において、「船舶製
造・修理業、舶用機関製造業最低賃金」についての採決をもって、長崎県の産業別最低賃金（３業種）が
結論に達しました。
長崎県の産業別最低賃金は、「船舶製造・修理業、舶用機関製造業」（造船）、「はんよう機械器具、生産
用機械器具製造業」（一般機械）、「電子部品・デバイス・電子回路、電気機械器具、情報通信機械器具製造
業」（電気）の３業種について審議しており、それぞれ公・労・使各側３名の委員で専門部会を構成し審議
を行っています。2011年の産業別最低賃金審議は、9月27日に長崎労働局長の諮問を受け、その後、各４
回の専門部会を開催する中で、労働者側は①連合長崎地場組合の賃上げ率（1.21%、10円）を下回らない
こと、②長崎県の基幹産業である３業種の労働者として、一定の賃金を保障することを主張し、対して使
用者側は①最近の円高等による景気の悪化、②受注不振による先行きの不透明さを理由に、最低賃金の引
き上げに消極的な対応をとりました。
そして、専門部会において労使が主張する金額の差が最後まで開いていたことから、それぞれの専門部
会で公益見解を示すこととなり、その結果、造船（＋５円：788円：使側反対）、一般機械（＋５円：773
円：全会一致）、電気（＋５円：711円：全会一致）で結審に至りました。（法定発効日：造船１／７、一
般機械・電気１／６予定）ただ、今回の審議でも、他県との格差解消には至らなかったことから、2012春
季生活闘争において大幅な賃金の引上げを確保することで、来年の審議を盛り上げなければなりません。

2011年11月14日
連合長崎最賃対策委員会

この用紙は再生紙を使用しています。

長崎県産業別最低賃金（３業種）が結審！

2012年１月16日（月）

〒850-0031
長崎市桜町9-6 勤労福祉会館　連合長崎宛


